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「今後の学校生活に関するアンケート」の結果について 
 校長  本多 妃佐子 

 日頃より保護者の皆様には、本校の教育活動にご理解ご協力をいただき、感謝申し上げます。 
 さて、6 月に皆様にご依頼した「今後の学校生活に関するアンケート」の集計及び考察が終

わりましたので、お知らせいたします。 
 児童の実態が明らかになりましたので、方策を立て、皆様のお力をお借りしながら、子供た

ちの心身の安定を図り、希望や目標をもって学校生活や学習活動に取り組めますよう、引き続

きよろしくお願いいたします。 
在籍数４４５人 回収人数４１５人 回収率９３．２％ 

Ⅰ 休校中の生活について 

 

 同じ項目で児童にも質問しました。保護者の皆様には３段階で評価していただきましたが、

児童にはより一層評価がわかるよう４段階で回答してもらいました。保護者の評価のほうが、

児童の自己評価よりも若干肯定的でした。「毎日決まった時間に起きて生活した」は、１～５

年生で８割以上ができたようです。６年生では６割に止まっています。             

Ⅱ 今後の学校生活について 

【感染防止に係ること】授業 行事 休み時間等は、市川市のガイドラインに従い密集をでき
るだけ避けるように工夫して行い、一日に１回以上使用した場所の消毒をしています。教職員
が下校後に机・椅子・コンセントやドアノブ等の消毒と、トイレの清掃、ごみ捨てをしていま
す。６月２６日からは、「学習支援ボランティア」の皆さんが消毒作業をお手伝いくださって
います。教職員は終わりの見えない現状から疲労困憊する中で、「学習支援ボランティア」の
皆さんのご支援を大変心強く受け止め、感謝しています。                        
【給食にかかわること】現在は、簡易給食「ほっと給食」を実施しています。９月いっぱいま
で継続予定です。６月は、「おかわり」や事前に量を減らすことができませんでしたが、７月
からはできるようになります。１年の保護者の給食に関する心配事の多くは、「好き嫌いがあ
る」「牛乳が飲めない」「時間がかかる」等、初めての給食に関する不安でした。 
【学校行事にかかわること】運動会や宿泊学習など、子供たちが意欲的に活躍できる場を持つ
ことは、学校としても市川市全体としても大切なことと考えています。状況を見極めて、可能
な限り実施の方策を模索していきます。６年の修学旅行については、７月中に市内で統一して
判断します。 
【学習に関すること】日課時程表を工夫すること、長期休業を短縮すること、「発展的・補充
的な学習」を実施しないことを中心に、学習内容の重点化をします。週予定プログラム（学年
によって呼び方が異なります）を毎週配付し、ゴールを共有することで、学習を効率的に進め
ていきます。予習・復習をする習慣をつけて、学校では集団でなくてはできないこと、友達と
一緒に学ぶことで効果が上がることを大切に、その時間を削らずに実施していきます。 



宮田小 特色ある教育活動   

                                                    

 

 

 

 

 

                                                

 

 

    

 

 

 

 

週プログラム 

表面の【学習に関すること】にありますように、週予定プログラム（学年によって呼

び方が異なります）を毎週配付しています。児童・保護者・教職員でゴールを共有し、学

習を効率的に進めていきます。予習・復習を習慣づけるとともに、忘れ物をなくすことに

も有効です。各学年の週プログラムを紹介します。 

【６年】                 【５年】 

             

   

          

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

【４年】               【３年】 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

【２年】         【１年】 

                                           

１・２年に外国語活動を導入します 

本年度より、新学習指導要領が完全実施されました。 

３・４年生では、外国語活動が始まります。   

５・６年生では、外国語科が教科になりました。 

 年齢が低い時ほど外国語の音声や表現に慣れ親しみ

易く、外国の文化に触れるのに適していると考えます。 

本校では、５・６年の外国語科を指導している村上

康子先生を迎え、国語の時間に１・２年の外国語活動

を実施します。 

 はじめは、１モジュール（２０分）から始め、 

後半には２モジュール（４０分）に進めていきます。 

休校措置があったため、今年度は年間４回になります。 

キャリアパスポート 

特別活動を要としたキャリア教育実践のための効果

的なツールとなる「キャリアパスポート」。２０２０年

４月よりすべての小・中・高等学校で実施されます。 

本校では、宮田小の児童の実態に合わせて自らの学

習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりし

ながら、自分の変容や成長を自己評価できるように工

夫しました。A4 判ポートフォリオ形式で、中学校へと

持ち上がります。一年間の振り返りシートには、授業・

行事・部活動等で心に残っていることや、自分が成長

できたことなどをまとめ、将来の目標とそれに向けた

具体策が記入できるようになっています。 


